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その他資料No.2 

令和３年度 柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画について 

 

 現在、下記１～３のとおり、機器更新・調査地点の変更について、検討・調

整を進めています。本変更については、令和３年度の監視調査年度計画に反映

する予定としており、次回の評価会議において改めて説明します。 
 

１ 空間放射線量率測定装置の更新について 

  県のモニタリングポスト（11局）に設置している空間放射線量率測定装置は、設

置から概ね10年が経過し更新時期に来ていることから、次のとおり更新を進めます。 
 

○ 更新方針 

   原子力規制庁が策定した「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補

足参考資料）」に示された空間放射線量率の測定機器に更新する。 

 現 状 更 新 後 更新時期 

低線量率測定装置 

（監視調査のために設置） 

NaI(Tl)シンチレーシ

ョン検出器 

＋ 

シングルチャンネル波

高分析器、マルチチャ

ンネル波高分析器 

同 左 Ｒ２年度 

高線量率測定装置 

（緊急時に備えて設置） 
電離箱 

更新後の測定装置の種類

については、国と電離箱

と半導体検出器のどちら

を設置するか協議中 

Ｒ３年度 

以 降 

 

【参考】「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」（抄） 

      〔表Ｋ－１〕 空間放射線量率の測定に使用する測定機器 

求められる機能 測定機器の例 

核種同定せずに測定 
NaI(Tl)シンチレーション検出器（G(E)関数法）、電離箱、 

半導体検出器 

複数核種を同定 
NaI(Tl)シンチレーション検出器等に対してシングルチャ

ンネル波高分析器、マルチチャンネル波高分析器等を追加 
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２ 農産物の採取地点変更について 

  刈羽村高町において農産物（キャベツ及び大根）の提供をいただいている農家か 

 ら令和２年度をもって試料提供辞退の申し出があったため、令和３年度以降の採取 

地点について調整を進めています。 

  

 ○ 新旧採取地点 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 採取地点廃止に伴う事前調査として、新採取地点における農産物（キャベ

ツ及び大根）及び土壌の放射能調査を令和２年度に実施予定。 

 

 

現採取地点（廃止） 

（刈羽村高町） 

新採取地点 

（柏崎市矢田） 

現採取地点（継続） 

（刈羽村勝山） 
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３ 雷の観測体制について 

  県のモニタリングポスト（11局）における空間放射線量率の測定結果に特異的な 

上昇が見られた場合、落雷または雲間雷に伴う制動Ｘ線の影響の有無について、雷 

観測装置の観測データにより確認しています。 

当該装置については、現在、発電所北局に設置していますが、設置から７年目に 

入り老朽化が進んでいます。 

そのため、気象庁や民間事業者が、落雷等の観測データを一般向けに広く情報公

開するようになったことを踏まえ、今後は県の雷観測装置による観測データに替え

て、これらのデータを活用していく方向で検討を進めています。 

 

 

 【参考】雷観測装置（発電所北局） 

 

 

 


